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ＮＥＣのキャリアネットワーク事業領域

携帯電話携帯電話
基地局基地局

企業企業

キャリア／ＩＳＰキャリア／ＩＳＰ
データセンターデータセンター

FTTHFTTH、、ADSLADSLなどなど

陸揚げ局

海洋システム

携帯電話(３Ｇ、ＬＴＥ)、
フェムトセル、ＷｉＭＡＸ

ＯＳＳ／ＢＳＳ

パソリンクパソリンク

家庭家庭

サービス＆マネジメントサービス＆マネジメント
トランスポートトランスポート

アクセスアクセス

コアコア
ネットワークネットワーク

メトロメトロ
ネットワークネットワーク

ルータルータ//
スイッチスイッチパソリンクパソリンク

モバイルコアモバイルコア
SIPSIPサーバサーバ
IMSIMS

SDPSDP

サービス プラットフォーム

▐ キャリアサービスの変革に対応する製品／システム／サービスを
キャリアのパートナーとして提供する

モバイルバックホール（MBH）
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営業ビジネスユニット

セグメント

ＮＥＣにおけるキャリアネットワーク事業の位置づけ

２００９年度売上高（連結）
６,２７４億円
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キャリアネットワーク事業 業績推移

（億円）

２００９年度

８０７０

海外

国内

海外

国内

２００８年度

６２７４

２０１０年度（予想）

６７００

売上高

営業
利益

※ 予想値は、2010年7月8日現在

５１６

３１３

４００
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市場環境と当社の事業概況

市場市場
環境環境

事業事業
概況概況

２００９年度２００９年度 ２０１０年度２０１０年度

世界経済の低迷に伴う市場の縮小
（▲10～▲15％）

ベンダ淘汰進展と中国べンダ伸張

国内キャリア設備投資抑制

世界市場の回復（～＋5％）
・新興国市場の成長
・スマートフォン普及によるトラフィック増加

国内キャリア投資抑制継続

・ＬＴＥ投資開始も全体は微減

売上高の大幅減少（約20％）
・パソリンク等、海外移動の売上減

・海洋大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの契約遅れ

・為替レートインパクト

開発費重点化、販売費効率化による
損益分岐点引き下げ

売上高の拡大（約7％）
・パソリンク新製品による売上増

・海洋大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ契約実現

・LTE/WiMAX/フェムトセル売上増

スリムな費用構造の維持
→売上増による利益改善

※ 予想値は、2010年7月8日現在
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２００９年度の売上高実績

国内固定
（１０％減）

２００８年度

８０７０

２００９年度

６２７４

国内移動
（２０％減） 海外固定

（３０％減） 海外移動
（３５％減）

海底ケーブルシステムの大型プロジェクト契約ズレ

パソリンクは３年連続シェア１位を獲得するも、
客先投資抑制の影響により減収

大手キャリアの投資は高水準で推移、一部の補正予算執行遅れが影響

通信事業者の３Ｇ投資一巡
により減収

▌国内：固定系ＮＧＮは高水準を維持、３Ｇインフラ投資は一巡
▌海外：顧客投資抑制／プロジェクト契約遅れ、円高インパクトで減収

海外為替
インパクト
（７％減）

（億円）
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２００９年度

６２７４

２０１０年度（予想）

６７００

（億円） 国内固定
（微増）

国内移動
（微減）

海外固定
（４０％増）

海外移動
（１０％増）

サービス＆マネージメント
領域事業をキャリアへ提案、
投資喚起に注力

・海底ケーブルシステムは複数の大型プロジェクト
の早期受注と確実な遂行（APCN2増設など）
・NetCrackeｒ増収目指し、シナジービジネスも拡大

・パソリンクは新製品投入で競争力
維持・向上、新興国への更なる深耕
・フェムトセルは欧州中心に受注拡大

・次世代ワイヤレスブロードバンド（ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ）
サービス事業を拡大
・スマートフォン対応などキャリアへの投資喚起に注力

▌国内： ３Ｇ投資は減少するも一定規模を維持。既存NWのﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ需要移行を見込む
▌海外： 海洋事業規模は通常に戻る見通し。ﾜｲﾔﾚｽBBは市場全体で投資回復、

新興地域での高水準な携帯加入者の伸びは継続し、ﾊﾟｿﾘﾝｸは前年度に比べ成長を見込む

２０１０年度の売上高見通し

※ 予想値は、2010年7月8日現在
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売上高

＋500
億円

～

2008年度固定費

固定費削減

2008年度変動費

2009年度固定費

2009年度変動費

損益分岐点の引き下げ

▐ 開発投資の重点化・ＳＧＡ効率化により損益分岐点を改善

⇒ トップライン伸長により収益拡大

2008年度
損益分岐点損益分岐点

改善

＋
１４
００
億
円

2009年度
損益分岐点
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ＵＱコミュニ
ケーションズ

ＫＤＤＩ

シングテル
テレフォニカ

ＮＴＴ
ドコモ

フランス
ＳＦＲ

ネットワーク
ノルウェー

大同電信

最近の成果 （１／３）

▌次世代ワイヤレスブロードバンド事業基盤の着実な構築
クラウドサービスの基盤となる次世代ワイヤレスブロードバンドソリューションを
グローバルに提供

パソリンク ３年連続トップシェア

商用ｻｰﾋﾞｽ開始

ﾄﾗｲｱﾙ成功
基地局納入

ﾗﾎﾞﾄﾗｲｱﾙ成功

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾗｲｱﾙ成功

商用ｻｰﾋﾞｽ開始

無線基地局、
ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ、
ＭＢＨ用ｽｲｯﾁ出荷

基地局納入ﾍﾞﾝﾀﾞｰ選定

ＬＴＥ

フェムトセル

ＷｉＭＡＸ

ＳＢＭ

世界初ＩＭＳﾍﾞｰｽ
フェムトセル受注

デンマーク
ＴＤＣ

ﾄﾗｲｱﾙ成功
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４５Ｋｍ

頭城
（トウチュン）

基幹ケーブル 拡張型分岐装置

観測装置

台湾気象庁向け海底地震計システム初受注

紀伊半島沖海洋観測システムが稼動（ＤＯＮＥＴ）

▌２つの大型海底ケーブルシステムプロジェクトを完遂
▌国内海底地震観測システムの稼動開始、海外での初受注
海底地震観測システムなど、海底システム応用分野では日本で唯一のサプライヤー

AUFS

Unity
HSCS

AJC
AAGI-Me-We

DSCN

DMCS
TIS

JACABARE
JASUKA

EAC2

APCN2

RJCN

TPE

２００９年度の完了プロジェクト

最近の成果 （２／３）

総延長9500km、
最大容量４．８Tb/s

総延長12000Km
（内、ＮＥＣ担当4300Km）
総大容量３．８４Tb/s

総延長19000Km
40Gb/sによる大規模
波長増設プロジェクト受注
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ロシア （2009年9月）
ＶｉｍｐｅｌＣｏｍ Ｇｒｏｕｐ
（ビンペルコム・グループ）

ドイツ （2010年３月）
Ｄｅｕｔｓｃｈｅ Ｔｅｌｅｋｏｍ ＡＧ

（ドイツテレコム）
ＮＴＴドコモから初受注

（2009年１２月）

マレーシア （2009年６月）
Ｍａｘｉｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ
（マクシス コミュニケーションズ）

ニュージーランド （2009年12月）
Ｔｅｌｅｃｏｍ Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄ

（テレコムニュージーランド）

最近の成果 （３／３）

▐ ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒによる、テレコムキャリア向けプラットフォーム構築の拡大
ＯＳＳ（運用支援システム）で国内外の大手キャリアから受注獲得

Ｆｒａｎｃｅ Tｅｌｅｃｏｍ、Ｏｒａｎｇｅ、ＷＩＮＤ、ＭＴＣ、Ｓｐｒｉｎｔ、
Ｔｅｌｅｓｔｒａ、ＤｉＧｉ、ｍｏｂｉｎｉｌ、ｍｏｂｉｓｔａｒ、ＣＯＭＳＴＡＲ
Cote d‘Ivoireなどの主要なグローバルキャリア４０社へ納入

http://www.netcracker.com/en/customers/customers/

http://www.netcracker.com/en/customers/customers/
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当社の強み

ブロードバンド＆モバイル先進国である国内での顧客対応力

高信頼・高品質な製品提供によるグローバルプレゼンス

ＩＴとＮＷの統合力を活かしたクラウドソリューションへの対応力

▌先進顧客のネットワーク構築要件・仕様に応じてきめ細かく対応、高シェアを維持
ＮＧＮ領域製品（ＩＭＳ/ＳＩＰ）：約６５％のシェア
次世代モバイルシステム（ＬＴＥ）：ＮＴＴドコモ向け無線基地局/コアシステム/MBH用ｽｲｯﾁを納入

ＫＤＤＩ向け無線基地局装置ベンダーに選定

ＷｉＭＡＸ：ＵＱコミュニケーションズ向け無線基地局を納入、商用稼働中

▌先進・高信頼サービスを提供する国内顧客のパートナーとして培ってきた製品・技術を提供
パソリンク：３年連続でシェアＮｏ．１を達成、累計１４１カ国の納入実績
ＬＴＥ／ＷｉＭＡＸ：国内ベンダーで唯一、海外の通信事業者に納入/トライアル実績
海洋システム：端局から海底中継器・海底ケーブルまで一貫供給体制 （世界3強のポジション）

▌ＩＴとＮＷのアセット保有により、今後展開される多様なクラウドサービスを創造、提供
サービス運用管理：世界シェア４位のＮｅｔＣｒａｃｋｅｒとＮＥＣのシナジーでグローバルに展開
クラウド環境構築：ＯｎｅＮＥＣ体制で多様なニーズに対応 （テレフォニカなど）
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中期的市場動向と事業機会

スマートフォンの急速な普及スマートフォンの急速な普及

新興国における携帯電話需要の急増新興国における携帯電話需要の急増

映像映像//画像画像//ユーザ作成コンテンツユーザ作成コンテンツ等等の増加の増加

世界のフラット化、企業のグローバル化世界のフラット化、企業のグローバル化

iPhone累計 5,000万台出荷

Android端末も急増中

モバイルリッチコンテンツ利用急増

BRICS、中東等で急進

インド加入者＝1,630万/月、累計6.2億人

モバイル上の映像、ゲーム、SNS

世界中の人々が世界中のサーバーに映像を
アップロードし、視聴。

YouTube= 2千万人/日超のアクセス

異業種企業間データ転送

国際データセンタ

モバイルモバイルNWNWの高度化／高速化の高度化／高速化

ITIT／／NWNW融合の進展融合の進展

トラフィックの主体は音声からデータへ

モバイル・データの急増に対応した無線
アクセスの高速化

OSS/BSS、最適化サービス等の需要旺盛

事業者のBusiness Transformationが進展

キャリアクラウド、IT系サービス増加

トラフィックの急増トラフィックの急増
モバイルバックホールのグローバルな再構築

国際間/巨大データセンタ間の大容量
伝送需要
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モバイル・データの急増

▌モバイルの利用形態は電話サービスからモバイル・データ主体に進化、
ＮＷサービスとＩＴ系サービスとの融合、キャリアの事業形態変革が加速

2005 2006 2007 2008 2009

Ｂ社Ｂ社

AA社社

CC社社

音声

データ

各社IR

国内携帯電話キャリアの
ARPU推移

2009 2010 2011 2012 2013 2014

Ovum-RHK

スマートスマート
フォンがフォンが
1/31/3
超に超に

ワールドワイド携帯電話
市場推移

(M台) 1,405

携帯
電話

AdMob,Inc.

ｽﾏｰﾄ・ﾌｫﾝによるﾄﾗﾌｨｯｸ急増

AdMob社NWにおける
端末種別毎のトラフィック割合

(2009年2月を100としたとき）

モバイル･インター
ネット・デバイス ※

100

200

スマート・フォン

高機能携帯電話

2009年2月 2010年2月

※ iPod touch , Sony PSP , Nintendo DSi など

年度年
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キャリアのＩＣＴ関連支出

▌キャリアのＩＣＴ関連支出

▐ ネットワーク系プロダクトへの支出は全体の約半分を占め、引き続き増加傾向
▐ ＩＣＴサービスへの支出も大きな構成比（３５％）

４９％

３５％

１６％

2009 2010 2011 2012年

[$B]

266
280

297
315

ネットワーク系プロダクト

ＩＣＴサービス ※

ＩＴ/ＮＷ融合領域

ＩＴ系プロダクト

※ コンサルティング
マネージドサービス（NW,IT)
システムインテグレーション、
運用支援（NW.IT) など

出典：ガートナー 「Forecast: Industry Market Strategies by Vertical Industry, Worldwide, 2006-2012, 1Q09 Update」、
6 February 2009 ガートナーのデータを基にNECにてグラフを作成

免責条項

ここに述べられたガートナーのレポート（以下「ガートナーのレポート」）は、ガートナーのシンジケート購読
サービスの一部として顧客向けに発行されたデータ、リサーチ・オピニオンもしくは視点を表したものであり、
事実を表現したものではありません。ガートナーの各レポートは、レポート発行時点における見解であり、この
企業レポート発行時点のものではありません。またガートナーのレポートで述べられた意見は、事前の予告なし
に変更されることがあります。

ＣＡＧＲ６％（２００９年→２０１２年）

構成比
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キャリア市場における成長領域

▐ キャリアの設備投資は成長率／絶対額ともモバイルキャリアが中心
▐ 新興国の成長率が、先進国を凌駕
▐ OSS/BSS、SDPの成長率がネットワーク機器を上回る

キャリアCAPEX
(固定/モバイル別)

2009 2012年

(B$)

273

350

モバイル
キャリア
12.7%12.7%

CAGR (09→12)

固定
キャリア
3.5%3.5%

（Ovum-RHK: Oct 2009）

キャリアICT Spending
(地域別)

2009 2012年 

(B$)

266

315

先進国
3.7%3.7%

CAGR (09→12)

新興国
9.3%9.3%

出典：ガートナー 「Dataquest Insight: Global Telecommunications Market Take, December 2009」、18 
January 2010 ガートナーのデータを基にNECにてグラフを作成

ネットワーク製品市場
(製品種類別)

2009 2012年

(B$)

125

135

Infrastructure
1.1%1.1%

CAGR (09→12)

TOMS
5.5%5.5%

出典：ガートナー 「Forecast: Industry Market Strategies by Vertical Industry, Worldwide, 2006-2012, 
1Q09 Update」、6 February 2009 ガートナーのデータを基にNECにてグラフを作成
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▐５．Ｖ２０１２達成に向けて
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中期事業方針

グローバル市場でのポジション強化と成長力・収益力回復にチャレンジ

２０１２年度にキャリアネットワーク事業の売上高９０００億円（営業利益率 ９％）を実現

グローバル市場でのポジション強化と成長力・収益力回復にチャレンジ

２０１２年度にキャリアネットワーク事業の売上高９０００億円（営業利益率 ９％）を実現

強みを発揮できる重点事業領域への集中を通じて、
Ｃ＆Ｃクラウド関連事業の拡大に貢献

ＩＴシステムＩＴシステム

ネットワークインフラネットワークインフラ

サービス＆マネジメントサービス＆マネジメント

① ワイヤレスブロードバンドアクセス① ワイヤレスブロードバンドアクセス

② モバイルバックホール② モバイルバックホール ③ 海洋システム③ 海洋システム

④ サービス＆マネジメント④ サービス＆マネジメント

ＯＳＳ／ＢＳＳＯＳＳ／ＢＳＳ サービスプラットフォームサービスプラットフォーム

海洋システム海洋システム パソリンクパソリンク ＬＴＥ／フェムトセル／ＷｉＭＡＸＬＴＥ／フェムトセル／ＷｉＭＡＸ

Ｃ＆ＣクラウドＣ＆ＣクラウドＣ＆Ｃクラウド

ネットワークとＩＴの融合ネットワークとＩＴの融合
サービスサービス

IT/IT/ネットワークネットワーク
プラットフォームプラットフォーム

端末端末//センサセンサ

サーバサーバ ＸａａＳＸａａＳ ・ ・ ・

端末端末

シンクライアント端末シンクライアント端末 モバイル端末（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ/ﾃﾞｰﾀｶｰﾄﾞ・・）モバイル端末（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ/ﾃﾞｰﾀｶｰﾄﾞ・・） ・ ・
※ 予想値は、2010年7月8日現在
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重点事業領域重点事業領域 市場の魅力度市場の魅力度

▌グローバル市場で魅力度が高く、当社の強みを発揮できる事業領域に集中

重点事業領域

当社の強み当社の強み

ワイヤレスワイヤレス

ブロードバンドブロードバンド

アクセスアクセス

市場規模大
市場成長性大

国内でのＬＴＥ先行実績
フェムトセル・ＷｉＭＡＸ領域での先行実績
ＩＴ／ＮＷ統合ソリューション提供力

モバイルモバイル

バックホールバックホール

（（MBHMBH））

海洋システム海洋システム

サービス＆サービス＆

マネジメントマネジメント

新興国の携帯加入者増
ＬＴＥ化に伴うパケット化・広帯域化で需要増

国際トラフイック増に伴う敷設需要継続

ＯＰＥＸ低減需要増
付加価値サービス需要増

パソリンク ３年連続世界トップシェア
ＲＦ技術
ＴＤＭ／パケット・ハイブリッドネットワーク技術

世界３強のポジション
事業バリューチェーン
先端光技術（40Gbpsディジタルコヒーレント）

ＮｅｔＣｒａｃｋｅｒ 世界シェア４位
サービスプラットフォームの国内先行実績

１１

２２

３３

４４



© NEC Corporation 2010Page 23

① ワイヤレスブロードバンドアクセス事業への取り組み

Source: 各調査会社のデータを元にNECにて推定／予測

▌ワイヤレスブロードバンドアクセスはクラウドのキラーコンポネント
⇒ データセントリックでＩＴ/ＮＷへ繋がるソリューションに注力

ＬＴＥＬＴＥ ： ワイヤレスブロードバンドの本命

フェムトセルフェムトセル ： データサービスに適し、投資ミニマム

ＷｉＭＡＸ ： ワイヤレスブロードバンドの先行ユーザ向け

（LTE/WiMAX）

（WiMAX）

公衆モバイル

（フェムトセル）
家庭

サービス
サービス

ネットワーク
ネットワーク

公衆固定

（LTE/フェムトセル/WiMAX）
ホットスポット

ワイヤレスブロードバンドアクセス機器への投資

ネットワークネットワーク

クラウドサービスクラウドサービス

2009 2010 2011 2012

WiMAX

フェムトセル

LTE

（M$）９６００

６１００

３９００

２０００

年
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ＬＴＥ事業

▌当社の強み
世界トップグループで開発・実用化を進め、国内市場へ投入 ⇒ グローバル向けに展開
LTEの特長を最大限引き出した設計
(1)小型／省電力化
(2)SONによる設置・運用コストの低減とシステム性能の最大化

基地局(eNodeB）～コア（EPC)までEnd-to-end（E2E)ソリューションを提供

▌市場対応戦略
国内：先進顧客向けプロジェクトの着実な遂行
海外：LTEの高速性を発揮できるスモールセルおよびLTEフェムトセルに注力

ＬＴＥネットワーク製品

ＥＰＣＥＰＣＥＰＣ

PDN

NECのSON（Self Organizing Network)の特徴

RADIOSCAPE
無線品質、エリアの公共性、
ユーザ種別を分析

ユーザやエリアに応じた最適化をシステマティックに支援

都市環境やユーザ
に合わせた最適化

手離れ・工事容易性（ＯｎｅＴｏｕｃｈ）
設置、復旧時間の短縮、運用工数削減

世界最小クラスの
コンパクトＥＰＣ

ｅＮｏｄｅＢｅＮｏｄｅＢｅＮｏｄｅＢ

ＬＴＥ屋外型無線装置（ＲＲＨ）
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フェムトセル事業

▌当社の強み
フェムトセル領域での技術と実績

• 世界最先端のIMSベースフェムトセルの商用実績
• メガベンダーに先行した欧州での商用実績
• 国内での3G-FMCで培った技術・ノウハウ(固定網とのインターワーク)

LTE領域での技術と実績

▌市場対応戦略
LTEフェムトセルを本格展開
ホームGWとの融合により多様なサービス（ホームICT)を提供

ﾌｪﾑﾄｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

Broadband
Internet Uu

モバイル
コアネットワーク

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

IMSコア

国内・海外市場におけるフェムトセル納入実績

▌商用稼動システム
ソフトバンクモバイル （世界初のIMS方式システム）
フランスSFR （RAN-GW方式システム）

▌トライアルシステム
ネットワークノルウェイ、デンマークTDC

“既存ブロードバンドインタネット回線
の活用によりキャリア側での導入が容易“

フェムトフォーラム主催「フェムトフォーラム主催「FemtocellFemtocell Industry AwardsIndustry Awards」」受賞受賞
今年度は今年度は““FemFemｔｔocellocell Network Design and Technology InnovationNetwork Design and Technology Innovation””

24 June 2010 

2年連続
最優秀賞
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ＷｉＭＡＸ事業

ＵＱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

▌2010.3 基地局の出荷を開始
▌ UQCの積極的なｴﾘｱ拡大に貢献

▌ WiMAX ForumのWave2（2.5GHz）
認証を取得、異なるベンダー間の
相互接続性を実現

PasoWingsBS202

タイ皇太子病院基金向け

Thailand 

Laos 
Mekong river 

PCU(5km) 

(3.5km) 

PCU

PCU

N

CPECPE

BS BS 

CPECPE

CPECPE

(Tambon
Sathan)

(Thung
Ngew)
(Nummar)

Chiang Khong
Hospital

▌2008.8 システム受注
チェーンコーンの病院を拠点に、
最大５kmに点在した診療所を
ＷｉＭＡＸで接続

▌2009.3 稼動開始

Ｍ-Ｔａｉｗａｎプロジェクト

Hualien

PintongKaohsiung

▌2007.5 トライアル受注
10月に大同電信とデモ試験を開始

▌2008.6 Ｒ＆Ｄセンター設立
▌2010.3 大同電信向けWiMAXｼｽﾃﾑ

が商用稼動を開始

▌先行事業者での実績をベースにグローバルに展開

▌ 高効率アンプ搭載により、
アウトドア／インドアユニットを一体化

＜製品・技術の優位性＞
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② モバイルバックホール事業への取り組み

出展：Infonetics , Mobile Backhaul Equipment and Services

▌新興国のモバイル需要急増、モバイル・データ需要急増を支える最重要インフラ
最高品質の無線伝送技術、ものづくりで強固な非価格競争力を確保
モバイルバックホール高度化ニーズへの対応により、市場優位性確保

合計合計
146146万台万台アジアアジア

大洋州大洋州

中近東中近東

アフリカアフリカ

南北南北

アメリカアメリカ

欧州欧州

モバイルバックホール機器　世界市場規模

0

10,000

2009 2010 2011 2012 2013 2014年

Others SONET/SDH and WDM

Microwave TDM Microwave Ethernet & Dual TDM/Ethernet 

Ethernet cell site gateways Ethernet cell site routers

パソリンク納入実績

(2010年5月末現在)

納入国 １４１カ国〔＄M〕
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モバイルバックホールソリューションの高度化

アクセス アグリゲーション メトロ コア

Wired TDM Wired Ethernet
Wireless TDM Wireless Ethernet

次世代パソリンクの適用領域従来のパソリンクの適用領域

3G
2G

3G
2G

BSC/RNC aGW
LTE

適用
拡大

▌ＮＥＣの持つワイヤレス・光・ＩＰ、ＯＳＳの技術を結集
２Ｇ ⇒３Ｇ ⇒３．９Ｇ(ＬＴＥ）へのマイグレーション時、新旧システムを一元的/経済的に
扱えるモバイルバックホールソリューション

統合NMSとOSS連携によるＥ２Ｅ/マルチレイヤパス管理と高拡張性・高信頼性を提供

＜アクセス＞
ＴＤＭ
ワイヤレス

＜アクセス～メトロ＞
ＴＤＭ／Ｅｔｈｅｒｎｅｔ
ワイヤレス／有線（光）

次世代パソリンク（近日出荷開始）
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③ 海洋システム事業への取り組み

新ケーブル開通予定

2009年の最大容量の１／２

年率30%回線増を想定

Tb

伝搬距離 最大約12,000̃13,000km

海底中継器

海底ケーブルシステム概要

アジア

アジア、太平洋における光海底ケーブルの実使用容量

▌国際間データ量の増大によりトラフィックは堅調に増加し、新ケーブル敷設需要が継続

▌当社は世界３大ベンダーの一角として、ケーブル製造を含むE2Eソリューションを提供

大容量光海底ケーブルプロジェクト
「UNITY」の陸揚げ作業
（2009/11/1千倉）

水深 最大約8,000m

太平洋

Tb

0

5

10

15

20

25

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

2009年の最大容量の１／２

年率25%回線増を想定

AAG、Ｕｎｉｔｙ開通

使用容量 （Lit Capacity)

新ケーブル敷設需要

0

5

10

15

20

25

30

35

40

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 年 年
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海洋システム事業の強化

▌先進の光伝送技術と海底ケーブル技術により、競争力あるシステムを提供

20122012年年201120112010201020092009

４０Ｇ ６４WDM システム（第１世代）

１０Ｇ １２８WDM システム

４０Ｇ ９６WDM システム （第２世代）

1.92Tb/s 2.56Tb/s                     3.84Tb/s

容量

（ﾌｧｲﾊﾞｰあたり）

海底ケーブルシステムの先端テクノロジー海底ケーブルシステムの先端テクノロジー

ＷＤＭ
方式

４０Ｇデジタルコヒーレント技術を適用
他社２５００Ｋｍに対し、３２００Ｋｍの伝送が可能

４０Ｇデジタルコヒーレント技術を適用
他社２５００Ｋｍに対し、３２００Ｋｍの伝送が可能

４０Ｇ大規模光海底ケーブルシステム
波長増設プロジェクトを受注（ＡＰＣＮ２）
４０Ｇ大規模光海底ケーブルシステム
波長増設プロジェクトを受注（ＡＰＣＮ２）

（OCC-SC５００の特長と優位性）

▌ケーブルの外径が17mmと、世界最細クラス。
▌ＯＣＣ社独自技術の「三分割鉄個片』構造を採用
堅牢構造
高速生産性に適応
溶接などに伴う熱影響回避
省工程生産

高性能・高信頼性でコストメリットを兼ね備えた高性能・高信頼性でコストメリットを兼ね備えた
新型海底ケーブルの使用で新型海底ケーブルの使用で

次世代海底ケーブルシステム構築に対応次世代海底ケーブルシステム構築に対応

ファイバユニット

抗張力層

絶縁/外被

三分割鉄個片光ファイバ

ＯＣＣ－ＳＣ５００海底ケーブルの構造
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④ サービス＆マネージメント事業への取り組み

▌キャリアの売り上げ増／運用コスト低減に貢献するソリューションを提供
サービスプラットフォーム製品(NC7000シリーズ）の整備により、高付加価値サービスへの対応力向上
（スマートフォン対応サービス／Ｍ２Ｍ対応サービス など）

OSS/BSS（NetCracker)の適用でネットワーク資源の最適活用とサービスデリバリの自動化を実現

情報蓄積・分析・検索顧客情報管理・ﾜｰｸﾌﾛｰ管理
リソース管理・構成管理

NC7000-DM NC7000-CD

NC7000-CE

NC7000-LL ＮＷ
ストレージ

認証・ID基盤 NC7000-3A 決済基盤NC7000-PS

オープン化基盤 NC7000-WGNC7000-WS

移動デバイス管理・制御 固定デバイス管理・制御

ホームＮＷ アドホックＮＷ センサーＮＷ キャリアＮＷ

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｲﾈｰﾌﾞﾗ

ｺﾝﾃﾝﾂ・広告配信

NC7000-AM

NC7000-CB

状態情報 設定情報

ＭＶＮＯ：Ｍ２Ｍビジネス事業者業種別事業者NetCracker 製品構成

カスタマーカスタマーカスタマー
Order Management

サービスサービスサービス

Service
Inventory

Service
Provisioning
& Activation

Customer
Impact
Analysis

Telecom
Cost

Management

リソースリソースリソース
Resource
Inventory

Discovery &
Reconciliation

Design &
Planning

Asset
Management

Outside
Plant

位置情報 属性情報 制御情報 管理情報
ＮＷ接続
情報
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ＯＳＳ／ＢＳＳ事業

NetCrackerが実現する経営システムの強化 成長するOSS/BSS市場とNetCracker

新サービスの早期導入・提供
経営の効率化

The Best Practices Award
TM Forum Award 2009

TM Forumでの受賞

映像データ電話 携帯

ＩＰネットワーク

多様なサービス・料金
メニューの出現

拡張性、柔軟性

経営システム

運用支援システム
（OSS)

サービス導入
支援

サービス品質
管理

課金管理

事業支援システム
（BSS）

▌サービス多様化において求められるOSSで高い市場シェア
グローバル規模での確固たる顧客フットプリントと強力なコンサル・セールス力

▌キャリアの運用コスト大幅低減、投資回収の画期的改善に貢献
⇒ Business Transformation実現

Analysis Mason

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2008 2009 2010 2011 2012年度

Fulfillment

Assurance

Billing /
Customer Care

CAGR ７.0%
(2008 → 2012)

（M$）
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ＯＳＳ／ＢＳＳ事業の強化

▌高い競争力と実績を持つFulfillment(サービス導入支援)からトータルOSS領域、TOMS領域
へと品揃えを強化

▌NEC製品群とのシナジーで対応市場領域を拡大 （MBH、データセンターなど）

ＯＳＳ製品群の強化

OSSOSS

TOMSTOMS

ソリューションソリューション
シナジー市場シナジー市場

OSSOSS
単独市場単独市場

ＦｕｌｆｉｌＦｕｌｆｉｌllｍｅｎｔｍｅｎｔ
（現在のNetCracker）

WFM/CRM/BillingWFM/CRM/Billing
Assurance/NMSAssurance/NMS

サービスＰＦサービスＰＦ//
アプリケーションアプリケーション

・
・・
・
・・

Ｍ
Ｂ
Ｈ
シ
ナ
ジ
ー

Ｍ
Ｂ
Ｈ
シ
ナ
ジ
ー

II T
/
D
C

T
/
D
C
シ
ナ
ジ
ー

シ
ナ
ジ
ー

国内展開で実績のあるNECのサービスプラット
フォーム/アプリケーションを
NetCrackerが取り込み、
海外市場でSE/SI提供

NC7000
(SDP)

NC5000
(QoS)

NC9000
(IMS)

NECの製品群と連携し、ネットワーク最適化
などの各種機能を提供
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ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾋﾞｼﾞﾈｽ環境がある

標準機と比較すると画面が大きい

電話というよりはﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞﾊﾞｲｽである

ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞに対応している

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾜｰﾙﾄﾞへの親和性・接続性が高い

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾂｰﾙが標準で実装されている

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ向け
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
（PCｻｰﾋﾞｽのｽﾏﾌｫ版）

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ向け
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
（PCｻｰﾋﾞｽのｽﾏﾌｫ版）

ｺﾐｭﾆﾃｨ・P2P
ｻｰﾋﾞｽ

ｺﾐｭﾆﾃｨ・P2P
ｻｰﾋﾞｽ

ｼｰﾑﾚｽ・連携
（FMC)
ｻｰﾋﾞｽ

ｼｰﾑﾚｽ・連携
（FMC)
ｻｰﾋﾞｽ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕｰｽ
ｻｰﾋﾞｽ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕｰｽ
ｻｰﾋﾞｽ

画像・動画
ｻｰﾋﾞｽ

画像・動画
ｻｰﾋﾞｽ

一斉配信音声ｻｰﾋﾞｽ

ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

ﾘｯﾁｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

アプリ＋個人広告配信ｻｰﾋﾞｽ

ﾎｰﾑICT (M2M)

画像・動画お預かりｻｰﾋﾞｽ

ID認証・個人情報ｻｰﾋﾞｽ基盤

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾘｰｻｰﾋﾞｽ基盤

電子書籍サービス

拡張現実ｻｰﾋﾞｽ

▌スマートフォンなどの高機能端末向けサービスを提供し、通信事業者の収益向上に貢献

サービスプラットフォーム事業: スマートフォン対応サービス

スマートフォン、
iPad、PC、TV、
フォトフレーム
etc.

スマートフォンの特徴スマートフォンの特徴 サービスカテゴライズサービスカテゴライズ スマートフォン対応サービススマートフォン対応サービス
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サービスプラットフォーム事業: Ｍ２Ｍ

キャリアネットワーク

環境センシングサービス
菜園・農業センシングサービス

EVドライブサービス
ドライブネットナビサービス

ホームエコロジーサービス
遠隔監視サービス

センシングセンシング テレマティックステレマティックス テレメータテレメータ

農業ICTソリューション概要農業ICTソリューション概要

気象・菜園センサーからの情報の
見える化

EVの電池モニタ、充電費用の
回収サービス

ホーム内の電源タップでの
利用量モニタ、オンオフ制御

フィールドサーバー

農地

農場

農業従事者

センサー情報

OPEN API

農業ノウハウマッチングマッチング

ワークフロー管理ワークフロー管理デバイス管理デバイス管理

認証認証

通信事業者向けサービス基盤
NC7000シリーズ

農業ノウハウ

センサーデータ
・気温・湿度
・土壌情報
・Webカメラ …

農業情報ポータル

センサー情報

農地利用者

/23.4℃

気象情報
Webカメラ

コミュニティ

情報
公開

・気温、湿度
・気圧、雨量
・日射量
・遠隔監視
・収穫適期、施肥・防除タイミング
・・・・

▌通信事業者向けプラットフォームをＭ２Ｍ（Machine to Machine)分野に適用することで、
ユビキタスネット社会を実現するサービスプラットフォームを実現



© NEC Corporation 2010Page 36

Ｃ＆Ｃクラウドに向けて

TelefonicaTelefonica

２００９年度 ～ ２０１２年度

エンターエンター
プライズプライズ

テレコムテレコム
キャリアキャリア

ソーシャルソーシャル

インフラインフラ

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
／
ク
ラ
ウ
ド
環
境
構
築

▲ＮＥＣグループ実証

▲ＮＧＮ/ＬＴＥ構築 → ＯＳＳ

▲海外キャリアからの受注拡大

▲パブリッククラウド構築
ｂｙ キャリア （海外）

▲デジタルサイネージ強化

▲マネージドデスクトップサービス

▲クラウド指向
データセンター
のグローバル展開

▲自治体クラウド

▲スマートグリッド

▲スマートインフラ （輸送）

▲パブリックセーフティ

Ｎ
Ｇ
Ｎ

Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ウ
ド

▲ＰａａＳ

▲中堅・中小向けＳａａＳ

▲商用テレマティクス （物流）

▲クラウド指向サービス

ＰａａＳ ： Ｐｌａｔｆｏｒｍ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ

▌高速・大容量データ通信およびモビリティを実現するキャリア・ネットワークがクラウドサービスの基盤
▌キャリア向けクラウド環境構築、スマートグリッド、ＩＴ／ＮＷ共通プラットフォームに注力

▲ＯｐｅｎＦｌｏｗＩＴ／ＮＷ共通ＰＦＩＴ／ＮＷ共通ＰＦ ▲Cloud Platform Suite 
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ＮＥＣヨーロッパ社傘下の
ＮＥＣイベリカ社内に設置
（スペイン・マドリッド）

グローバル・コンピテンスセンターを設置グローバル・コンピテンスセンターを設置 ユーザユーザ ユーザユーザ

キャリアキャリアＮＷＮＷ

キャリアクラウド事業

▌ＩＴとＮＷの技術・ノウハウを結集し、キャリアクラウド事業をグローバルに展開
▌テレフォニカでの構築実績を欧州各国キャリアに水平展開中
テレフォニカ・スペイン向けＳａａＳ受注 （２００９年７月）
テレフォニカと中南米におけるクラウド事業共同展開で合意 （２０１０年２月）

“クラウドの足回りで使用する現地ＡＤＳＬ“クラウドの足回りで使用する現地ＡＤＳＬ
擬似環境を、ＮＥＣ我孫子事業場内の擬似環境を、ＮＥＣ我孫子事業場内の
コンフォーマンスセンターで検証“コンフォーマンスセンターで検証“

ADSL

我孫子ＮＧＮコンフォーマンスセンター我孫子ＮＧＮコンフォーマンスセンター
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▌ＩＣＴ技術と蓄電技術を活かした
スマートグリッド市場に参入

スマートグリッド事業

スマートネットワークのスマートネットワークの
事業・技術の確立事業・技術の確立

▌キャリアネットワーク事業で培った製品・技術をエネルギー網にも適用
（有線・無線ネットワーク、ネットワーク管理、顧客・使用量管理など）

▌パートナー連携で事業創出
スマートメータ （自動検針システム）

 ＨＥＭＳ （ホームエネルギーマネジメントシステム）

電気自動車用急速充電器

スマートスマートグリッドグリッド

経済産業省
次世代エネルギーシステムに係る国際標準化に関する研究会（2010.1）
http://www.jisc.go.jp/jisc/data/soukai/018/san03.pdf

http://www.jisc.go.jp/jisc/data/soukai/018/san03.pdf
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▐１．事業概要
▐２．中期事業環境
▐３．重点事業戦略
▐４．グローバル競争力強化のための打ち手
▐５．Ｖ２０１２達成に向けて
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グローバル事業体制強化

▌グローバル５極体制の整備と人材育成
 地域発のソリューション創出、コンピテンスセンター化によるノウハウ蓄積

▌オフショアによる競争力の確保、Ｍ＆Ａ／パートナーシップの積極的活用

▌オフショア
開発外注の25％をオフショア化(2012年度)
オフショア領域の拡大（ＳＩ・ＳＥ・コンタクトセンター など）

▌Ｍ＆Ａ、パートナーシップ
買収企業のアセット最大活用 （NetCracker、OCC、NEC Eastern Europe）

パートナーシップ、エコシステムの強化
•NGNパートナーシッププログラム
•OEMパートナ （UbiquiSys、Juniper、Kineto など）

▌グローバル要員育成（ＧＴＩ：Global Track to Innovator ）
グローバルで活躍する人材を
早期育成する新人教育

•１～２年、各専門領域業務
を現地にて実務経験

海外売上高計画 （既存／重点領域別）

（億円）

重点領域

ワイヤレス
ブロードバンドアクセス

モバイルバックホール
（ＭＢＨ）

海洋システム

サービス＆マネジメント

2009 2012年度（計画）

既存領域

4000

２000

▌コンピタンスセンター設置／ソリューション創出
フェムトセル（ロンドン）、クラウド（スペイン）
 NetCracker社事業拡大（北米）
サービス事業展開（中南米）

※ 予想値は、2010年7月8日現在
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基盤技術による製品力強化

▐ コア技術で差異化 ⇒重点領域製品のグローバル競争力を強化

世界トップクラスの高効率ＲＦアンプをＬＴＥ／ＷｉＭＡＸ基地局装置へ適用

基地局装置の小型化、低消費電力化で、設置スペース・消費電力を低減し、設置・運用コストを削減

世界初の１００Ｇ長距離リアルタイムデジタルコヒーレント通信機能を実証

１００Ｇデジタルコヒーレント光送受信方式で、リアルタイムに長距離光伝送を行うトランスポンダを開発
“ベライゾン社フィールドトライアルで１５２０Ｋｍの長距離光伝送区間のリアルタイム通信に成功”

４０Ｇ光海底ケーブルシステム端局装置を実用化

ＡＰＣＮ２大規模海底ケーブルシステム波長増設プロジェクトに、
４０Ｇトランスポンダ搭載の光波長多重海底端局装置を初めて適用

高効率ＲＦアンプ

１５２０Ｋｍ光伝送路からの
受信波形をリアルタイム処理

NSｼﾘｰｽﾞT640SW
/40Gﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞ

受信信号 デジタル信号処理後の受信波形

効率４５％以上の
電力増幅効率を実現

ＬＴＥ屋外型無線装置（ＲＲＨ）
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Ｑ：品質改革
・開発/設計上流工程
の強化
・購入部品の管理強化

Ｃ：コスト改革
・市場価格を先読みした
ｺｽﾄﾀｰｹﾞｯﾄの設定
・ＰＪ受注審査の徹底
・ｵﾌｼｮｱ化、ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ化

Ｄ：デリバリ改革
・トータルリードタイム短縮
- 開発期間の短縮
- 確定受注生産拡大

【主力基地（NECﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸｽ）】

原価改革額（売上高比率）

3.8%改善

棚卸回転日数（流動性）

残高31億
改善相当

２日改善

工程内不良率

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

生産性向上（定時１人当り出来高）

2.92.9倍倍//３３年年
（06/下を基準＝１．０とした指数）

2007年度 2008年度 2009年度2006年度

品質損失コスト（売上高比率）

0.2%改善

【ｷｬﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ事業】

受注ＬＴ「３Ｗ以下」対応率

２６％向上

（受注～出荷の供給ＬＴ）

ＱＣＤ改革による競争力強化

▌工場の生産革新からフロントローディングを含めた事業全体の経営革新へ
 生産革新 ： 生産現場でＱＣＤ改革を着実に実践
 フロントローディング： 商品企画／開発設計の段階からＱＣＤをつくり込む

＜パソリンク（NEO IDU）＞

＜パソリンク＞

20０７年度 20０８年度 20０９年度

2007年度 2008年度 2009年度

2007年度 2008年度 2009年度 20０７年度上期 20０８年度上期 20０９年度下期
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▐１．事業概要
▐２．中期事業環境
▐３．重点事業戦略
▐４．グローバル競争力強化のための打ち手
▐５．Ｖ２０１２達成に向けて
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Ｖ２０１２達成に向けて

（億円）

２００９年度

CAGR +13%（09→12）

２０１２年度（計画）

９０００

海外

国内

海外

国内

６２７４
売上高

▌２０１２年度 売上高９０００億円(営業利益率 ９％)を実現

重点
領域

既存
領域

重点
領域

既存
領域

・ワイヤレスブロードバンド・ワイヤレスブロードバンド
アクセスアクセス

・モバイルバックホール・モバイルバックホール
（（MBHMBH））

・海洋システム・海洋システム
・サービス＆マネジメント・サービス＆マネジメント

４０％２８％海外売上比率

５０％３４％重点領域比率

９％５％営業利益率

２０１２年度２００９年度

売上高

※ 予想値は、2010年7月8日現在
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ＡＤＳＬ：Asymmetric Digital Subscriber Line
ＢＳＳ：Business Support Systems/Billing Support Systems
ＣＲＭ：Customer Relationship Management 
ＥＰＣ：Evolved Packet Core 
ＦＭＣ：Fixed-Mobile Convergence 
ＦＴＴＨ： Fiber To The Home 
ＨＥＭＳ：Home Energy Management System 
ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem
ＬＴＥ：Long Term Evolution 
ＭＢＨ：Mobile Backhaul 
ＭＶＮＯ：Mobile Virtual Network Operator
ＯＳＳ：Operational Support Systems
ＰａａＳ：Platform as a Service
ＲＦ：Radio Frequency
ＲＲＨ：Remote Radio Head
ＳａａＳ： Software as a Service 
ＳＤＰ：Service Delivery Platform 
ＳＩＰ：Session Initiation Protocol 
ＳＯＮ：Self Organizing Network 
ＴＤＭ：Time Division Multiplexing
ＴＯＭＳ：Telecom Operations and Management Systems 
ＷＤＭ：Wavelength Division Multiplexing
ＷＦＭ：Workforce Management 

略 語





＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社（以下NECと総称します。）の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に関

する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、NECが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他の

資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。NECは、そのような開示を行う場合、将来予想に関す

るセーフハーバー（safe-harbor）ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、

そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、NECは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予

想に関する記述は、あくまでNECの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これら

の記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因によ

り実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)NECの事業領域を取

り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるNECの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)

激しい競争にさらされた市場においてNECが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、

(4)NECが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)NECの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法

的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート（特に米ドルと円と

の為替レート）の変動、(8)NECが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない状況や動向、

(9)NECに対する規制当局による措置や法的手続きによる影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在にお

ける予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、新た

な情報、将来の事象その他にかかわらず、NECがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、NECが事業戦略を遂行するこ

とにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできま

せん。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００８年度は２００９年３月期、２００９年度は２０１０年３月期 （以下同様） を表しています。


